
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液透過性の表面シートと液不透過性の裏面シートとの間に吸収体が介在されており且つ
上記表面シートを肌当接面側にして装着者の腹側から股下を通って背側に亘るように装着
される吸収本体と、該吸収本体と別体に形成され該吸収本体の装着時に該吸収本体を固定
する装着帯とを備えた使い捨ておむつにおいて、
　上記吸収本体は、少なくとも背側部の非肌当接面が不織布よりなっており、且つ腹側部
の非肌当接面に腹側被止着部を備えており、
　上記装着帯は、その中央部の装着者側面に 面状ファスナの凸部材よりな

第１の止着部を備え、且つその両端部の装着者側面に上記腹側被止着部に剥離
可能に止着される第２の止着部を備えて
　

いる
ことを特徴とする使い捨ておむつ。
【請求項２】
　

つ。
【請求項３】
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、 り前記不織布
に係合する

おり、
上記装着帯の上記中央部の上縁にウエスト用弾性部材が固定され、前記第１の止着部は

、該装着帯における、該ウエスト用弾性部材より下方に設けられて

上記装着帯は、上記中央部と、該装着帯の上記両端部を構成する両側部とからなり、該
両側部それぞれにおける幅が該中央部における幅より狭くなされている請求項１に記載の
使い捨ておむ

上記第１の止着部の上端の位置が、上記第２の止着部の上端の位置より下方にある請求



。
【請求項４】
　

つ。
【請求項５】
　

【請求項６】
　

。
【請求項７】
　上記不織布と上記第１の止着部との係合力が５～１００ｃＮ／３０ｍｍであり、上記不
織布と上記第１の止着部とのせん断力が２００ｃＮ／ｃｍ 2  以上であ

に記載の使い捨ておむつ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液透過性の表面シートと液不透過性の裏面シートとの間に吸収体が介在されて
おり且つ上記表面シートを肌当接面側にして装着者の腹側から股下を通って背側に亘るよ
うに装着される吸収本体と、該吸収本体と別体に形成され該吸収本体の装着時に該吸収本
体を固定する装着帯とを備えた分離型の使い捨ておむつに関し、更に詳しくは、装着者の
体型に合わせておむつのサイズを適宜変えて装着でき且つ経済的に使用できる使い捨てお
むつに関する。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
近年、液透過性の表面シートと液不透過性の裏面シートとの間に吸収体が介在されており
且つ上記表面シートを肌当接面側にして装着者の腹側から股下を通って背側に亘るように
装着される吸収本体と、該吸収本体と別体に形成され該吸収本体の装着時に該吸収本体を
固定する装着帯（腹帯体）とを備えた分離型の使い捨ておむつが提案されている（特開平
８－２６６５７１）。
この様な使い捨ておむつは、使い捨ておむつを装着者に装着固定するための、粘着テープ
及び該粘着テープが剥離可能に粘着される剥離部材や、面状テープの凸部材及び凹部材を
一部装着帯に備え、吸収本体のみを取り替えて装着帯は繰り返し使用し、経済効率の向上
を図るものである。またこの様な使い捨ておむつは装着時に吸収本体と装着帯とを止着す
るため、従来の一体形の展開型使い捨ておむつに比して、装着者の体型に合わせながらお
むつを装着し易く、良好なフィット性を得ることができる。
【０００３】
しかし、この様な従来の使い捨ておむつにおいても、まだ装着者の体型等によっては十分
なフィット性が得られない場合があった。
【０００４】
従って、本発明の目的は、装着者の体型に合わせておむつのサイズを適宜変えて装着でき
且つ経済的に使用できる使い捨ておむつを提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】

10

20

30

40

50

(2) JP 3933258 B2 2007.6.20

項１又は２記載の使い捨ておむつ

上記装着帯は、上記中央部と、該装着帯の上記両端部を構成する両側部とからなり、該
両側部それぞれは、伸縮性布帛と、該伸縮性布帛の自由端部において肌当接面側に面接さ
れた非伸縮性のシート状の固定片とを備えており、該固定片の肌当接面側に面状ファスナ
の凸部材が固着されて上記第２の止着部が形成されている請求項１～３の何れかに記載の
使い捨ておむ

上記吸収本体の上記背側部における非肌当接面に廃棄用テープが設けられており、上記
吸収本体を上記装着帯で固定した状態において、該廃棄用テープが、該装着帯で覆われる
ようになされている請求項１～４の何れかに記載の使い捨ておむつ。

上記第１の止着部は、上記装着帯の長手方向における異なる位置に４つ形成されており
、該装着帯の長手方向両端部から遠い２つの第１の止着部の下端の位置が、該長手方向両
端部に近い他の２つの第１の止着部の下端の位置より下方にある請求項１～５の何れかに
記載の使い捨ておむつ

る請求項１～６の何
れか



本発明は、液透過性の表面シートと液不透過性の裏面シートとの間に吸収体が介在されて
おり且つ上記表面シートを肌当接面側にして装着者の腹側から股下を通って背側に亘るよ
うに装着される吸収本体と、該吸収本体と別体に形成され該吸収本体の装着時に該吸収本
体を固定する装着帯とを備えた使い捨ておむつにおいて、上記吸収本体は、少なくとも背
側部の非肌当接面が不織布よりなっており、且つ腹側部の非肌当接面に腹側被止着部を備
えており、上記装着帯は、その中央部の装着者側面に 面状ファスナの凸部材よりな

第１の止着部を備え、且つその両端部の装着者側面に上記腹側被止着
部に剥離可能に止着される第２の止着部を備えて

いることを特徴とする使い捨ておむつを提供することによ
り、上記目的を達成したものである。
【０００６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の使い捨ておむつの一実施形態を図面を参照しながら具体的に説明する。
図１は本発明の使い捨ておむつの一実施形態を非肌当接面側から見た平面図、図２は図１
の使い捨ておむつの吸収本体を非肌当接面側から見た平面図、図３は図１の使い捨ておむ
つの吸収本体を肌当接面側から見た平面図、図４は図１の使い捨ておむつの装着帯を示す
平面図である。
【０００７】
　本実施形態の使い捨ておむつ１は、図１に示すように、液透過性の表面シート１１と液
不透過性の裏面シー の間に吸収体１３が介在されており且つ上記表面シート１１を肌
当接面側にして装着者の腹側から股下を通って背側に亘るように装着される吸収本体１０
と、該吸収本体１０と別体に形成され該吸収本体１０の装着時に該吸収本体１０を固定す
る装着帯２０とを備えている。
　この様な構成は、従来技術の分離型の使い捨ておむつと同じである。
【０００８】
而して、本実施形態の使い捨ておむつ１においては、上記吸収本体１０は、図２に示すよ
うに、少なくとも背側部Ｂの非肌当接面が不織布（第１の不織布１４）よりなっており、
且つ腹側部Ａの非肌当接面に腹側被止着部１５を備えている。また、図４に示すように、
上記装着帯２０は、その中央部の装着者側面に面状ファスナの凸部材よりなる第１の止着
部２１を備え、且つその両端部の装着者側面に上記腹側被止着部１４に剥離可能に止着さ
れる第２の止着部２２を備えている。
【０００９】
本実施形態について詳述すると、上記吸収本体１０の吸収体１３は、図２に示すように、
腹側部Ａにおいて端縁にいくに従い幅広となっており且つ股下部Ｃから背側部Ａに亘って
は均一の幅の形状となっている。上記表面シート１１及び裏面シートは吸収体１３よりも
縦長かつ幅広の矩形形状をしており、これら表面シート１１及び裏面シートがそれぞれ吸
収体１３の各面一方ずつに面接され、表面シート１１と裏面シートとが吸収体１３の周縁
において接着されて表面シート１１及び裏面シートに吸収体１３が挟持固定されている。
上記表面シート１１、上記裏面シート及び上記吸収体１３としては、従来より用いられて
いる表面シート１１、裏面シート及び吸収体１３を特に制限することなく用いることがで
きる。
【００１０】
そして、上記裏面シートの非肌当接面側表面（吸収体１３と逆側の表面）には第１の不織
布１４が積層されている。更にこの第１の不織布１４の非肌当接面側に第２の不織布１６
が腹側部Ａを幅方向に亘るように帯状に固着されて上記腹側被止着部１５が形成されてい
る。上記腹側被止着部は、このように不織布で形成されているのが好ましいが、不織布以
外に編み物で形成されていても良い。
また、第１の不織布１４の非肌当接縁側には背側部Ｂの中央部に剥離剤を塗布又は吹き付
けることによって剥離部が形成され、この剥離部に、粘着部を有する廃棄用テープ１７が
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、 り前
記不織布に係合する

おり、上記装着帯の上記中央部の上縁に
ウエスト用弾性部材が固定され、前記第１の止着部は、該装着帯における、該ウエスト用
弾性部材より下方に設けられて

トと



剥離可能に粘着されている。この廃棄用テープ１７は、廃棄時に粘着部から剥離され、吸
収本体１０を丸めた形態を保持するために使用される。
【００１１】
上記第１の不織布１４は、接着剤（ホットメルト）、熱シール、超音波シールすることに
より裏面シートに固着されている。上記第１の不織布１４としては、一般に市販されてい
る不織布を用いることができ、例えば、エアースルー不織布、スパンボンド不織布、ヒー
トエンボス不織布、スパンレース不織布を好ましく用いることができる。特に、接着力の
点からエアースルー不織布が好ましい。
腹側の止着部としては、編み物及び不織布を用いることができ、上記編み物としては、現
在、一般に知られている編み物を用いることができ、例えば、トリコート編み、ラッシェ
ル編み、ステッチスルー編み等を用いることができ、特にトリコート編みが好ましい。一
方、上記不織布としては、一般に用いられている不織布を使用することができ、特にエア
ースルー不織布が好ましい。
上記剥離部は従来より使い捨ておむつの廃棄用テープを剥離可能に粘着しておくために用
いられている剥離部と同様にの剥離剤を用い同様に形成することができる。
上記廃棄用テープ１７としては、従来より使い捨ておむつの廃棄用テープとして用いられ
ているものを特に制限なく用いることができる。
【００１２】
更に、吸収本体１０の両側縁には、レッグギャザー用弾性部材３１が表面シート１１と裏
面シートとの間に伸張された状態で固定されており、このレッグギャザー用弾性部材３１
の収縮によって吸収本体１０の両側縁にレッグギャザーが形成されるようになっている。
上記レッグギャザー用弾性部材３１としては、従来より使い捨ておむつのレッグギャザー
を形成するための弾性部材として用いられているものを特に制限なく用いることができる
。
【００１３】
また、図３に示すように、上記表面シート１１の肌当接面側表面（吸収体１３と逆側の表
面）には一対の立体ギャザー形成部材３２が該表面シート１１の側縁に沿って帯状に配設
されている。この立体ギャザー形成部材３２は、外側の側縁が表面シート１１に固着され
、内側の側縁には立体ギャザー用弾性部材３３が該内側の側縁に沿って伸張された状態で
固定されており、この立体ギャザー用弾性部材３３の収縮によって立体ギャザー形成用部
材３２が装着者側に起立して上記立体ギャザーが形成されるようになっている。
上記立体ギャザー形成用部材３２及び上記立体ギャザー用弾性部材３３としては、従来よ
り使い捨ておむつの立体ギャザーを形成するため用いられている立体ギャザー形成用部材
及び立体ギャザー用弾性部材を用いることができる。
【００１４】
上記装着帯２０は、図４に示すように、幅広の中央部２３と該中央部２３の左右に連設さ
れた先細の側部２４とからなっている。
上記中央部２３は、少なくとも２枚の第３の不織布が積層されてなっており、また、この
中央部２３の上縁にはウエスト用弾性部材２５が第３の不織布の層間に伸張された状態で
固定されており、ウエスト用弾性部材２５の収縮によりウエストギャザーが形成されるよ
うになっている。
上記第３の不織布としては、スパンボンド不織布、エアースルー不織布、スパンレース型
不織布等の従来公知の各種の不織布を用いることができる。特に好ましくは、高強力であ
るスパンボンド不織布である。
上記ウエスト用弾性部材としては、従来よりウエスト用弾性部材として用いられているも
のを特に制限なく用いることができる。
【００１５】
そして上記中央部２３の肌当接面側４カ所に面状ファスナの凸部材が固定されて上記第１
の止着部２１が形成されている。この第１の止着部２１は、それぞれ、装着時に幅方向と
なる縁辺の長さＷが１．５ｃｍであり装着時に長さ方向となる縁辺の長さＬが５ｃｍとな
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っており、左右対称に設けられている。
上記第１の止着部を形成する面状ファスナの凸部材としては、従来より公知の面状ファス
ナの凸部材が特に制限なく用いられ、鉤形、きのこ形、錨形のもの等を用いることができ
るが、上記面状ファスナの凸部材は、上記第１の不織布との係合力が５～１００ｃＮ／３
０ｍｍであるものが好ましい。第１の止着部の面状ファスナの凸部材と第１の不織布との
係合力が５ｃＮ／３０ｍｍ未満では、装着帯と吸収本体との係合が十分ではなく、装着帯
と吸収本体とを一体化することが困難となり、１００ｃＮ／３０ｍｍ超では、吸収本体交
換時に装着帯から吸収本体を取りづらく、おむつ替えに支障をきたす。また、上記面状フ
ァスナの凸部材は、上記第１の不織布とのせん断力が２００ｃＮ／ｃｍ 2  以上であるもの
が好ましい。第１の止着部の面状ファスナの凸部材と第１の不織布とのせん断力が係合力
が１００ｃＮ／ｃｍ 2  未満では、装着帯と吸収本体とが装着中にズレを生じ易い。
【００１６】
尚、上記係合力は、第１の不織布に面状ファスナを面接係合させた後、１Ｋｇ／３０ｍｍ
の負荷で面状ファスナを不織布に２回押圧した後の、１８０゜剥離試験の結果である。
また、上記せん断力は、第１の不織布に面状ファスナーを面接係合させた後、１Ｋｇ／３
０ｍｍの負荷で面状ファスナを不織布に２回押圧した後の引張りせん断力試験の結果であ
る。
【００１７】
上記側部２４は、伸縮性布帛２６と、該伸縮性布帛２６の自由端部において肌当接面側に
面接された非伸縮性のシート状の固定片２７とを備えており、この固定片２７の肌当接面
側に面状ファスナの凸部材が固着されて上記第２の止着部２２が形成されている。
【００１８】
上記伸縮性布帛２６としては、伸び縮み可能であればその素材等に特に制限はなく、例え
ば、弾性体単品、あるいは弾性体と不織布あるいはフィルムとの複合体が用いられる。
上記固定片２７としては、一般に市販されている不織布及びフィルムを用いることができ
、強度の点から特にスパンボンド不織布が望ましい。
【００１９】
上記第２の止着部２２を形成する面状ファスナの凸部材としては従来より公知の面状ファ
スナの凸部材が特に制限なく用いられ、鉤形、きのこ形、錨形のもの等を用いることがで
きる。
【００２０】
　本実施形態の使い捨ておむつ１は、装着に際しては、まず、吸収本体１０の背側部Ｂの
第１の不織布１４に装着帯２０の第１の止着部 を係止させる。この時、装着者の脚回
りが大きい場合には、第１の止着部 は背側部Ｂのウエスト回り寄りに係止させ、脚回
りが小さい場合には、背側部Ｂの股下部Ｃ寄りに係止させる。そして、吸収本体１０を装
着者の背側から腹側にかけて配置して腹側部Ａを装着者の腹側に位置させ、腹側被止着部
１５に装着帯２０の第２の止着部２２を係止させる。これにより使い捨ておむつ１はパン
ツ型に形成され、装着者に装着固定される。
　そして、吸収本体１０に体液が吸収された場合には、吸収本体１０のみを取り替えて上
記と同様の手法により装着し、装着帯２０は繰り返し使用する。
【００２１】
この様に、本実施形態の使い捨ておむつ１によると、装着帯２０の第１の止着部２１が吸
収本体１０の背側部Ｂの任意の位置に係止可能なので、装着者の脚回りに合わせて第１の
止着部２１を係止させる長さ方向の位置を決め、パンツ型に成形された時の脚回りサイズ
を調節し、良好なフィット性と装着感とを得ることができる。
本実施形態の使い捨ておむつ１によると、装着帯２０の中央部２３に伸縮性布帛２６が連
設されているので、ウエスト回りにおいて一層良好な伸縮性を得ることができ、一層良好
なフィット性を得ることができる。
本実施形態の使い捨ておむつ１によると、装着帯２０が繰り返し使用されるので、経済的
である。
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【００２２】
本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、各部材の具体的な形状、寸法等は
、本発明の趣旨を逸脱しない限り適宜変更可能である。
例えば、装着帯２０に伸縮性布帛２６を用いず、中央部２３の２枚の第３の不織布をその
まま延設してもよい。
第２の止着部２２を粘着テープにより形成し且つ腹側被止着部１５は該粘着テープを剥離
可能に粘着できるものとしてもよい。
腹側部Ａには第２の不織布１６を設けず、第１の不織布１４をそのまま腹側被止着部１５
とすることもできる。
第１の不織布１４は、裏面シート全面に積層されていなくてもよく、背側部Ｂの非肌当接
面のみに積層配置されていてもよい。
【００２３】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の使い捨ておむつによれば、装着者の体型に合わせておむつ
のサイズを適宜変えて装着することができ、且つ経済的な使用が可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の使い捨ておむつの一実施形態を非肌当接面側から見た平面図である。
【図２】図１の使い捨ておむつの吸収本体を非肌当接面側から見た平面図である。
【図３】図１の使い捨ておむつの吸収本体を肌当接面側から見た平面図である。
【図４】図１の使い捨ておむつの装着帯を示す平面図である。
【符号の説明】
１　使い捨ておむつ
１０　吸収本体
１１　表面シート

３　吸収体
１４　第１の不織布
１５　腹側被止着部
１６　第２の不織布
１７　廃棄用テープ
２０　装着帯
２１　第１の止着部
２２　第２の止着部
２３　中央部
２４　側部
２５　ウエスト用弾性部材
２６　伸縮性布帛
２７　固定片
Ａ　腹側部
Ｂ　背側部
Ｃ　股下部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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